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このことにつきまして、当法人の令和7 年度の事業の経過報告を以下の通り提案いたします。精査の

うえ承認を求めます。

「1 定款第4条1のフットサル等スポーツ活動の普及 1-1 スポーツ用品の寄贈 及び1-2 フット

サル指導員の派遣」について、まず「1-1 スポーツ用品の寄贈」については次の通りです。

第 1号議案 令和 7年度事業経過報告の件



このスポーツ用具の寄贈に係り、道内特別支援学校72 校中45 校に、合計 1286438 円を支出し

ています。

生徒名のお礼状は北海道小樽高等支援学校及び北海道中札内高等養護学校、校長名のお礼状は北海

道函館高等支援学校及び北海道小平高等養護学校から着ております。



次に「1-2 フットサル指導員の派遣」については、次の通りです。

本事業は、札幌市特別支援学級・通級指導教室設置学校長協会に依頼して、エスポラーダ北海道の選
手等を派遣する事業です。20 校に派遣します。1 校 1 万円をエスポラーダ北海道に派遣費として支出
しています。事業費は、20 万円です。

令和 7 年度 チャレンジ・フットサル 実 施 要 項

１．主 旨 札幌市特別支援学級を対象にボールを使った“遊び”やゲームを取り入れ、多くの

子どもたちに笑顔でフットサルを楽しむ機会をつくり、子どもたちの心身の健やかな育

成に寄与する。

２．主 催 公益財団法人明日佳

３．主 管 一般社団法人エスポラーダ北海道スポーツクラブ

４．後 援 札幌市特別支援学級・通級指導教室設置学校長協会

５．実施期間 令和 7 年 9 月～令和 8 年 3 月末頃まで

６．時 間 1 単位時間(小学校 45 分間、中学校 50 分間)

７．対 象 札幌市小・中学校 20 校の特別支援学級

８．場 所 各学校体育館等施設

９．実施内容 エスポラーダ北海道は、児童生徒が笑顔になるよう指導します。

１）準備運動

２）動き作りの運動

３）ボールを使った遊び方

４）フットサルゲームの実施 等

※屋内、屋外を問わずあまり広くないスペースでも実施できます。

※暑い時、寒い時など子どもたちの健康を十分に考慮します。

10．用 具 １）ボール等は、持参します。

２）ビブスは、各学校で用意してください。

1１. 費 用 無料、公益財団法人明日佳が負担します。

1２. 申 込 先 所定の申込書でエスポラーダ北海道にメールでお申し込みください。

エスポラーダ北海道 広報担当：武田

メールアドレス：info@espolada.com

13．申込期日 本実施概要到着日から 5 月 30 日（金）まで

14. そ の 他 ・実施日程及び実施学級数は、申込を受けて札特協とエスポラーダ北海道とで

協議します。

・活動後は、各学校担任等の方は、A4版1枚程度の「札幌市特別支援学級『チャレンジ・フ

ットサル』活動記録」を、エスポラーダ北海道に送付します。

なお、この活動記録は、主催者法人・エスポラーダ北海道の公式ホームページで開示しま

すので、写真は、個人情報に留意し、編集等してください。

mailto:info@espolada.com


「2 定款第4条2のフットサル等競技会の開催・助成 2-1 2025第9回小野寺眞悟杯特別支援

学校フットサル大会の開催」については、次の通りです。

1 参加校累積校数(大会は実質7 回の開催、2回はコロナ感染症の影響で中止)

2 大会成績等記録

回／年度 参加校数 優 勝 準優勝 第３位

第１回

（２０１７年）

１６校 白樺高等養護学校 高等聾学校 札幌豊明高等支援学校

韓国安東永明学校

第２回

（２０１８年）

Ⅰ ５校

Ⅱ ２１校

平取養護学校ぺテカリの園分校

新篠津高等養護学校

帯広養護学校

高等聾学校

南幌養護学校

今金高等養護学校

第３回

（２０１９年）

Ⅰ ４校

Ⅱ ２３校

帯広養護学校

新篠津高等養護学校

平取養護学校ぺテカリの園分校

今金高等養護学校

南幌養護学校

札幌あいの里高等支援学校

第４回

（２０２０年）
新型コロナウィルス拡大の為 大会の開催を中止

第５回

（２０２１年）
新型コロナウィルス拡大の為 大会の開催を中止

第６回

（２０２２年）

Ⅰ １校

Ⅱ １４校

帯広養護学校

中札内高等養護学校 札幌あいの里高等支援学校 新篠津高等養護学校

第７回

（２０２３年）

Ⅰ １校

Ⅱ １８校

星置養護学校ほしみ高等学園

市立札幌みなみの杜高等支援学校 中札内高等養護学校 高等聾学校

第８回

（２０２４年）

Ⅰ ２校

Ⅱ １８校

平取養護学校

札幌あいの里高等支援学校

星置養護学校ほしみ高等学園

市立札幌みなみの杜高等支援学校 中札内高等養護学校

第9回大会

（2025 年）

Ⅰ ２校

Ⅱ １８校

平取養護学校

白樺高等養護学校

星置養護学校ほしみ高等学園

中札内高等養護学校 札幌あいの里高等支援学校



3 大会成績

この第9回小野寺眞悟杯開催に係る経費は、参加各校移動助成費549.920円、宿泊費579.550

円、協力謝金 406.503 円、表彰費 19.918 円、昼食費 269.000 円、印刷費 94.061 円、保険料

5.000円、消耗品・雑費52.447円、合計 1.976.399円として支出しました。



「3 定款第4条3のフットサル等スポーツ活動の調査・研究 3-1 スポーツ活動に係る実践研究校

の指定及び成果報告書の発行」については、次の通りです。

各校 10 万円の研究助成につき、合計90万円の支出になります。なお、2026年令和8年2 月に、

この実践研究助成による研究成果を収録した「パラスポーツ研究成果報告書2025(№9)」を発刊しま

す。



令和7年度公益財団法人明日佳第 1 回業務執行状況報告

理事長 小野寺 眞 悟

業務執行理事 吉 田 洋 一

1 令和 7 年 4 月 1 日(火) 理事長及び業務執行理事

当法人に係る是正等の指摘・指示としての令和7年3月21日付法人第3868号を受けた理事会開催

を対面・WEB で定期的に開催することとした。

第1回理事会は令和7年の4/21、第2回理事会は6/2、第3回理事会は9/1、第4回理事会は11/17、

第5回理事会は令和8年の3/2とするとともに、第1回評議員会は6/2、また評議員選定委員会は5/12

に開催することとした。

2 令和 7 年 4 月 7 日(月) 理事長及び業務執行理事

鈴木当法人事務局長に対して、札幌市特別支援学級設置校長会に連絡して、令和 7 年度の「チャレンジ

ド・フット・ボール」実施校 20 校の決定を行い、同時にエスポラーダ北海道への指導者派遣契約を推進する

ことを指示した。

3 令和 7 年 4 月 7 日(月) 理事長及び業務執行理事

鈴木当法人事務局長に対して、4/21開催の第1回理事会議案となる「令和6年度事業報告」及び「決算

報告」を整理するように指示した。

4 令和 7 年 4 月 22 日(火) 理事長及び業務執行理事

第9回小野寺眞悟杯北海道特別支援学校フットサル大会後援名義使用に係る依頼を各機関等に行った。

依頼先は、北海道教育委員会及び江別市、江別市教育委員会、北海道特別支援学校長会、公益財団法人

北海道サッカー協会であった。

5 令和 7 年 4 月 24 日(木) 理事長及び業務執行理事

小幡朋弘評議員の任期満了に係る評議員選定委員会を 5/21 に開催すべく、本委員会委員として、評議

員吉田一彦氏、監査水野克也氏、事務局長鈴木重男、外部委員としては太田真氏及び矢口正人氏を決定して、

各人に通知した。

6 令和 7 年 5 月 13 日(火) 理事長及び業務執行理事

6/2 開催の第 1 回評議員会議開催に向けた事業報告及び決算報告等を整理した。

7 令和 7 年 5 月 16 日(金) 理事長及び業務執行理事

3 月末に北海道特別支援学校長会並びに副校長及び教頭会を依頼していた当法人事業「スポーツ用具の

寄贈」及び「パラスポーツ実践研究助成」に係るとりまとめを行い、整理した。

8 令和 7 年 5 月 28 日(水) 理事長及び業務執行理事

3 月末に北海道特別支援学校長会並びに副校長及び教頭会を依頼していた当法人事業「第 9 回小野寺

眞悟杯北海道特別支援学校フットサル大会」の参加校を取りまとめて、整理した。

9 令和 7 年 7 月 26 日(土) 理事長及び業務執行理事

道立野幌総合運動公園で開催した第 9 回小野寺眞悟杯北海道特別支援学校フットサル大会に出席して、

挨拶及び表彰等を行った。

報告事項 業務執行状況報告


